
WHOが 行 な つ て ヒ` る事 業 に は 、

い ろ い ろあ るが 、WHOの 本 音「事 務

局 も し くは地 域 事務 局 を通 じ各 国 と

の 国 際 的協 力 の 下 に行 な わ れ て い る。

まず 第 一 に 国 際 間 の伝 染病 対 策 で

あ り、 全 世 界 に また が る無 線放 送 網

を利 用 して世 界 の保 健 衛 生 情 報 を集

め 、 各 国 政 府 に対 し、疾 病 を防 ぐた

め の 1青報 を提供 して い る。

ス イ ス の ジ ュ ネ ー ブ に あ る

W H O本 部 事 務 局
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仮 に 1人 の 医 師 が 7 7 0人 ず つ 受 け もつ と して も現 在 の 世 界

人 口か らす る と 35 0万 の 医 師 が不 足 して い る。 これ はな る ベ

き数 字 だ が 、 さ らに世 界 人 口が倍 増 した 日 に は 、 い っ た い ど

うな るの だ ろ うか 。

医 師 に な る に は 8～ 9年 か か るが 、 医 学教 育 に つ い て は 、

常 に将 来 性 を念 頭 にお か ね ば な らな い 。WHoは 、保 健 衛 生

マ ンの研 修 を行 な う と と も に、奨 学 金 制 度 に よっ て各 国 の 若

い技 術 者 に海 夕博汗究 の便 を与 え て い る。



ア メ リカ の病 院 にお け る呼 吸検 査
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人 間 は 、 ど この 国 に い て も、 い つ の

時 代 に な っ て も健 康 で 幸 わ せ で な け オL

tゴな らな い さ wHOで は 、 専 門 家 委 員

会 の 会 言義を通 じて絶 え ざ る 研 究 を行 を

っ て い る 。

オ ン コ セ ル カ 症 (回 施 糸 状 虫 寄 生 |こ=

宿 主 が 失 明 す る こ と の あ る病 気 )姿 =や

動 中 の ア フ リカ の 村 で 目 の 検 査 が 行 オ,ア

て い ま す 。 ト ラ コ ー マ も 多 く国 の 経 済 二

影 をす受tデか け て い ま す 。
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マ リ国 ヌガ ンテ ァ村 にお け る伝 染 病 の 予 防注 射

伝 染 病 に は 、 国境 が な い とい わ れ る とお り国 際 間 の 交 通 の

三ま ぐる しい発 達 に伴 な い 、ペ ス ト、コ レ ラ 、痘 そ う等 の 恐 ろ

ャt 伝ヽ 染 病 が各 国 に伝 播 し易 い の で 、 そ れ を防 ぐた めWHO

ま、 ず べ て の 陸 海 空 の 交 通 に適 応 す る国 際 衛 生 規 則 を定 め 、

こ二盟 国 の 検 疫 に関 す る規 則 や 措 置 を調 整 し、 国 際 間 の旅 行 者

こ対 す る必 要 な予 防 接 種 を行 な わ せ て い る。

医者 を助 け て採 血 す る現 地 の 助 手 た ち と一 般住 民



文 化 の 進 む に つ れ 、 大 気 の 汚 染 、 水 質 の 汚 濁 、 騒 音 、振 動 な どの 公 害

●発 生 、上 下 水 道 、 清 掃 施 設 等 の 生 活 環 境 施 設 の 不 備 、 ビル デ ン グの 増

,こに よ る人 工 的環 境 あ る い は住 宅 不 足 か ら くる過 密 住 な ど、 居 住 環 境 に

つ 、` て の 問題 が人 間 の健 康 と福 祉 の上 に大 きな 影 響 を もた ら しつ つ あ る

う で 、WHoで は 、 これ らの 調 査 、 公 害 の 測 定 等 に も取 り組 ん で い る。 議1丸
l口l i g i

各ttr

マ ラ リヤ の 伝 接 を 防 ぐた め の f自
=

夜 、戸 外 で あ そ ぶ ス ェ ー デ ンの 子供 た ち
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人 び との疾 病 を予 防 し治療 す る た

め に、 重 要 医 薬 品 に つ い て 、 そ の 至

度 と効 能 との 国 際 的基 準 を定 め 、 現

在 ペ ニ シ リン、 ス トレ プ トマ イ シ ン

ビ タ ミン類 、 ワ クテ ン類 等 の 生 物 学

的 製 斉」の 国 際 的基 準 を定 め 、 また世

界 各 国 に共 通 して 用 い られ る最 初 の

国 際 的 薬 局 方 も完 成 した 。



伝 染 病 の調 査 に協 力 す る母 と子 (ト ー ゴー )

母 と子 とは 、特 別 の保 護 と援 助 と を受 け る権 利 を有 す

る と世 界 人 権 宜 言 に うた わ れ て い る が 、WHOで は 、公

衆 衛 生 サ ー ビス部 に母 子 衛 生 、看 護 、 衛 生教 育 等 の 部 門

を設 け世 界 の母 と子 の健 康 養 護 に つ と め て い る。

● .
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1醒■
ドマ イ 耳 の 不 自由 な子供 た ちの た めの授 業 (ス ェ ー デ ン )ドの ツ メ跡 が あ る。子供 の手 をみ つ め る農 掃 (岐 早 県 )
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WHOで は 、 統 計 や研 究 、 報 告 等 に 関 す る約 20

重の 刊 行 物 の 出版 、 文 献 の 目録 や 抜 率 、英 仏 語 以

】十の 国 語 に よ る報 告 書 の作 製 、研 究 論 文 等 の 翻 訳

こつ い て の便 宜 提 供 、 そ の他 内 外 か らの 問 合 せ に

bじ て 、 必 要 な資 料 を提 供 した り、 回 答 を行 な っ

てい る。

wHO規 貝u第 1号 と して疫 病 、傷 害 お よ び死 因

に関 す る分 類 を定 め 、 各 国 か ら集 め られ る統 計 資

料 に よ り、 そ の保 健 状態 を正 しく比 較評価 し、世界

的 な保 健 衛 生 計 画 を た て て い る。一 方 各 国 は 、 そ

れ に も とず い て 自国 の保 健 衛 生 の 改 善 を行 な っ て

い る。
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第 21回 世 界保 健 デ ーに よせ て

『健 康 、労 働 お よび生 産 性 』

人間 男女 は、すべ ての進 歩 と開 発 の倉U造

者で あ る。何 となれ ば、人間 に よ る干渉 な

ャには、■べ ての物質 、財 貨 お よび機械 類

,二全 く役 に立 たないか ら。

健康 と生産 性 は開発 の諸 目的 の一 つ で あ

る,両 者 は相 互 に作 用 し、補 足 し合 う。 健

張 な しには、生産″性 を進 め るこ とはで きな

・・=ま た、生産性 は健康 を増進 す る手段 を

すうたか にす る。

さて、生産性 を負 う勤労 には各種 の危険

考̀ 伴 う。 苦 は勤労 の条件 が悪 くて死 にい た

をこ とも多か っ たが、現 在 で は、事 故 に注

ますれ ば、勤労環 境 の故 に死 にいたる事 例

.よi或って い る。

しか し、職 場 の環境 も、注意 を怠 れ ば、

を険 であ る。 塵 あい、熱 、騒 音 、毒 性物 質 、

r宝労一 一 これ らは勤労者 の健康 に影 響 を与

え る。工 業 技術者 で生産 のみ を考 え る者 は、

すば ら しい機能 を持 っ た機 械 をつ くるが 、

健康 を損 うよ うな機械 で あ るか も知 れ ない。

こ う した西己慮 を欠 いた生産 増カロヘ の努 力 は

勤労者 が病 気 に なっ た り、欠勤 す るな どに

よつて、か えつて生産 を減 らす か も知 れ な

い。

一 国 の または一 企業 が、正 しい保健計 画

を推進 すれ ば、 これ らの危害 を除去 し、 そ

して国民 の健康 を増進 す るで あろ う。

職 業街 生 は疾病 や事 散 を防止 し、労働 環

境 を改 善 す る もの で あ る。 人 を機 械 に順 応

させ るの で は な くて 、機械 を人間 に適 応 す

る もの とす るの で あ る。疲 労 を少 な くし、

単調 を防 ぐの で あ る。 また房Uの酉己慮 をすれ

ば、 それ ぞれ特定 の職 責 に通 した者 を選 び

出 し、 また勤労者 の能 力 を引 き出 し、育 て

るこ ともで きる。

勤労者 の身体 的 、精 神 的福祉 の向上 の た

め 、医 師 、看 護婦 、 ソー シャ レ・ワー カー 、

保 健 技術者 、建 築家 な どが協 力 しなけれ ば

w H O事 務局長 M・ G・ カ ン ダ ウ

な らない。

しか し、進 んだ国 、遅 れ た国 を聞 わず 、

いずれ も経 済成長 の ため には工 業 化 を必要

とす るが、 その際健康 を守 るため にはい ろ

い ろの仕事 が必要 で あ る。

職 業病 は昔 か ら、 多 くの国 で、問題 と し

て と り」Lげ られ て きた。 し か し。 こ の面 で

国際 的 な基準 設定 の必要 が認識 され るよ う

に な ったの は第一 次世 界大 戦以来 で あっ た。

同大 戦 の直後 、す なわ ち1919年 に国際労 働

事 務 局 (ILO)が 設 置 され 、本年 は その

創 立50周 年 にあた る。

WHOと ILOと は健康 と労lSjとの問題

の接 触点 につ いて密 に協 力 して い る。

WHOは 昨年 その創設 20周 年 をオ兄った。

本年 の世 界保 健 デー に当 たり、WHOは 年 長

の国連機 関 で あ る ILOの 50周 年 につ いて

心 か らオ兄意 を呈 したい。
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ⅣHO事 務 局 と
,WHOの 加 盟 国 は下記 の通 り。

.WHOの 本部 は スイ ス国 ジュ ネー プの

アベ ニュ ・ァ ピァ に あ り、現 在 ブ ラジル

のM_G.カ ンダウ博 士 が 2代 日の事 務 局

長 の地位 につ いて い ます。

.日 本 が属 して い るWHO西 大平 洋地 域

事務 局 はフ イ リッピン共本田国のマニラにあ

り、現 在 フ ィ リピンの F.J_デ イ博 士 力f

2代 目の地 域事 務 局長 の地位 につ いて い

ます。

,WHOに 関 す る とこにつ いて は社 団法

べ日本WHO協 会 (京都 商工 会議 所 内 )

か、厚生 省 の大 臣官房連 絡参事 官室 に御

昭会下 さい。
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出産 の 状 況

わが国 の出生率 は、 明 治 か ら大正 にか け

て高率 を示 し、 その後低 下 の傾 向 をみせ て

…た力〔口召和 15年 か ら19年 にか け 「う″)よ お、

■せ_の 政 策 に よって再 ぴ上 昇 した。

第 2次 世 界大戦 終 了後 、再 び大正 時代 に

工敵 す る高 出生率 を記 録 した。 しか しこの

へ ど― ブー ム も24年 でお わ り、 その後 は急

:室た激減 してい る。 欧米諸 国 に くらべ 、か

な ')高率 で あ ったわが国 の出生率 は、昭 和

ど千年 にはア メ リカ、32年 には フ ラ ンス、 イ

タ |ア 、 さ らに36年 には イギ リスを下 まわ

ゥて い る。 し たが って羽諭仁、 わ が国 よ リイ氏

■ を示 す国 は、ハ ンガ リー 、スエー デ ン、ベ

レイー 、東 ドイツな ど数 ヵ国 にす ぎず 、 日

■:ま世 界中 で も出生率 の低 い 国 となって い

人    口

1 Ⅲヽ6 4年 の世 界 の 人 口ベ ス ト1 0は つ ぎの とお

平 均 寿 命

世 界 の最 長 命国 は スエ ー デ ンで 男7 1 . 3オ 、

女 7 5 . 3オ とな っ て い る。 つ い で オ ラ ン グ

ノー ル ウエ イ、 ス イ ス とつ づ き我 が国 もか

な り上 位 に あ り男6 7 . 7 4オ、女 7 2 . 9 2とな っ

て い る。

な お 、 いず れ の 国 も寿 命 がイ申び て は い る

が 日本 の伸 長 率 は早 く男 女 とも先 進 諸 国 を

追 越 しア メ リカ、 フ ラ ン ス 、西 ドイ ツ と同

程 度 の寿 命 に な っ て い る。

精 神 衛 生

精 神 病 の 発 生率 は人 間 が都 会 で生 活 す る

よ うに な るに つ れ て上 昇 す る。 多 くの 国 で

自殺 は死 因の ベ ス トテ ン までに 入 っ て お り、

自殺 未 込 もお、え て い る。 WHOの 行 な っ た

85ヵ 国 の調 査 で 、精 神 病 医不 足 の実 情 が 明

らか に な り深 刻 な問 題 とな っ て い る。 85ヵ

国 の 内 1人 もい な い国 が 8ヵ 国 もあ り、 こ

の調 査 か ら20万 人 に 1人 に も満 た な い こ と

が わ か っ た。

また ア ル コー ル 中毒 や 、鎮 静 剤 、果 奮 剤 、

LSDの よ うな幻 覚 剤 を含 む薬 剤 の舌し用 も

驚 くほ どお、え て い る。 この傾 向 は さ らに ア

ル コー ル と他 の薬 剤 との併 用 へ と向 か っ て

お り、WHO専 門委 員会 は 、 1つ の薬 か ら

他 の薬 へ とひ んぱ ん に薬 をか え る と と もに 、

こ う した中毒 の 原 因 と治療 も同様 に変 わ っ

て行 くと指 摘 した。

一 方 わ が 国 で は 、昭 和 38年 7月 の調 査 で

明 らか に な っ た の は精 神 障 害 者 数 は 124万

人 で 人 口千 人 当 り12.9で あ る。 そ の 内訳 は 、

精 神 病 57万 人 、精 神 薄 弱 40万 人 、 その他 27

万 人 で あ る。 これ らの精 神 障害者 の有病率

は地域 では農 村 に高 く、社 会 階 層 では貧 困

な階 層 に高 くな って い る。

ガ    ン

世 界 の ガ ンに よ る死 亡 イ牛数 は1 9 5 0～5 2年

の 217万 5,000人 か ′う1958-60年 に は 、262万

3 , 0 0 0人 と約 2 0パ ー セ ン ト増 力口して い る。先

進 国 で は ガ ンは心 臓 血 管 疾 患 につ い で死 因

の 第 2位 を 占め て い る。 現 在 ガ ンに 冒 され

て い る人 間 (治療 前 、 治療 中 、 治療 後 の も

の を含 む )の 数 は 5 0 0万 を上 回 る。

ガ ンの 原 因 を究 明 す る ため にW H Oは 比

較 研 究 に着 手 した。 た とえば 、 い ろ い ろ な

点 でイ以て い る ノ ル ウエ ー とフ ィ ンラ ン ドが

肺 ガ ンの発 生率 で は非 常 に異 な るの は なぜ

か をつ き とめ る こ と もそ の一 つ で あ る。 W

H Oは 1 9 6 5年 に フ ラ ン スの リヨ ンに国 際 ガ

ン石汗究機 関 を倉」設 した。 こ れ は と くに ガ ン

の 原 因 と流 行 状 態 に注 意 を向 け る もの で あ

る。 VヽH Oは ま た腫 場 を分 類 、石汗究 す るた

め の世 界的 な国 際 照 会 セ ンター網 を設 立 し

た。

一 方 、わ が国 の全 ガ ン死 亡 数 は昭 和 4 1年 で

109,708ノ、百むタヒ〔=□年1まノ(「ヨ10ワ了メ寸110,8マ子チヒ

亡順 位 は脳 卒 中 につ い で 第 2位 で あ る。 年

令階 層 房uに は3 5オ ～ 5 9オ が 第 1位 で あり、帝| !

位 房Uに rよ胃 ガ ンが4万 7 , 0 0 0人 で最 高 で あ る

ロ ガ ンは欧 米 先 進 国 で は 、 す で に減 少 して

お り、現 在 で は 日本特 有 の現 象 の よ うで あ

る。 F“ ガ ン も 6 , 6 5 2人の死 亡 者 を数 え て

い る。な お肺 ガ ンに よ る死 亡 者 は8 , 3 5 1人 て

男 の死 亡 率 で は イ ギ リ スの 9分 の 1、 ア メ

1 )力の 4分 の 1柱 )支で あ る力対召和 2 5年 に比

iFl 民 人 田 ポrkげ出

世 界 総 人 口 3 3億 5千 万 人 24

中 国 6綜ま8,640フチノ( 72

イ    ン     ド 4イ意7,162万 人 155

違 2有ま2,768フチノ、 10

7 メ  リ  カ 14意9,211万 人 21

ヽキ ス タ ン 1億7 6万人 106

イン ドネ シア 1億 4万 人 67

日 本 9,827フ 丁ノ( 266

ブ  ラ   ジ  ル 7,880ワ 丁ノ( 9

■ イ ジ ェ リア 5,640ワ 丁ノ( 61

西 ド イ ン` 5,609ワ 丁ノAヽ 226



と放 l i子に な って お り、 わ が 国 も欧 米 諸

!チ,そ粕 カロして きて い る。

月曽幸三=中・′さ幌翔商

1●中 、心 臓病 は先 進 国 にお け る主要 な

|て 夕)る。 1967年WHOカ ヤ予なつた先 進

工=23ヵ i■lの調 査 に よる と″と、臓病 が死 因

i l li4にあけ られ るこ とが明 らか に なっ

―‐七、ヽて脳卒 中 で、 これ ら 2つ が死 因 の

子を品末― セ ン ト以_Lを 占め て い る。

岳ガく準 の向 上とともに、 開 発途上二の回

三もな く同 じ問題 に直 面 す る と思 われ

、アi、 わ が 国 の日召和 4 1年 の脳 i年中 に よ る

とを化|よ171,716メ 、てや、lFH炉これ念ブこLに )寸す る

中 タヒ亡 の害」合 は年 々高 くな り41年 は 、

'ぅと総 死 亡 の 4分 の 1を 越 え た。 い ま

・■中 は名 実 と もに死 因 の 第 1位 とな り

こタヒ囚 第 3位 の″じ、臓病 お よ び高 血 rf症

'わ 十 たつ舌環 夕走忠 クD t t t数 は 2 6 0 , 5 1 0

:な り、 国 民総 死 亡 の 3 8 , 9パ ー セ ン トを

'て い る。

生 活 環 境 設 備

溝 +11 '体制 と終 木処 理 施 設 は文 化 の バ ロ メ

ー ター とい われ る。

交 通 公 害

か つ て の都 市 で は 、通 勤 その もの が |lt笹

の 手段 とな りえ た。 しか し交 通事 故 、騒 「i

排 気 カ ス、 お よび その精 神 的 ス トレ ス|ま、

もはや 限 界 に来 て い る。

日米 大 都 市 の 交通 事 故 死 者 数

水 洗 便 所 比 率 の 国 際 比 較

水  洗   化  □各

ア  メ  リ  カ 1960 89.7ワち

イ ギ   ) ス 1951 92.3

イ  タ  リ  ア 1951 41.4

オ ラ ン タ
ヤ

1956 67.5

カ ナ ダ 1959 82.0

韓 回 1960 0.1

ス ウ ェ ー デ ン 1960 76.2

デ ン マ ー ク 1955 73.8

ド イ  ヽソ(匹]) 1960 75,3

日 本 1963 9,2

′ヾ   ナ    ー マ 1960 38.4

フ イ ン ラ ン ト 1950 17.4

フ ィ リ ッピ ン 1956 6.6

フ  ラ  ン 1954 86.5

資料  日 本 は総 理 rrl統言IⅢj(住 宅統 計 調 4r)

1祐ケトい11ま ビ niteユNations i Co■lpendiur、()fまでial

Statisics,1963 Statical papers Series K No 2

死者教
１
り
数

日
当
者

人
人
死

車
当
数

動
台
者

自
万
死

東 京 ( 2 3区) 775 8.8 10 4

大 阪 339 10.6 9

名 古  屋 233 12.5 10。(

横 浜 207 13.1 21.2

示 者円 107 12.8 17.6

神 戸 12.9 17,9

ニ ュ ー ヨー ク 660 8.5 4ゃR

ロスアンゼルス 364 13.8 2 6

シ  カ   ゴ 291 8.2

デ トロ イ ト 217 13.0 3.13

フィラデルフィア 175 8.7 3.1

ルヾ チ モ ア 114 12.1 3.3

セ ン トル イス 96 12.8 3 1

クリーブランド 85 9,7 2.9

猟

瓜
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40,4,25 発 会 式 な らび に第一 回理事 会 (京

都 商工 会議 所 )

NHK総 合 テ レビにて 「WHOの

発 足」 放 映。

第 1回 協 会報 発行 。

第 2回 理事 会 (裏千家茶 道会 館 )

WHO講 演会 (京都 商工 会議 所 )

講 自市 ァ ー マ

武 見 太 郎 氏  「老 人 と健康 」

平 沢  果 氏  「健康 とい うこ と」

前 川孫二郎 氏  「動 81R硬化症」
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発 会 式 前 日打 合 せ (40424)

多じ李章ゴt(40.4 .25)

第 3回 理事 会 (岡崎 つ る家 )

ロー タ リー クラブ、 ライオ ンズ クラブ、 11

年会議 所 各代 表 と懇 談 (京都 ホテル )

NHKテ レビ対談 (厚生大 臣 と武 見副 会とく

第 18回世 界保健 デー記 念 中央大 会 (京者声

聞 ホー ル )

講 師

41. 1 .29

41.2.26

41.4.1

4 1 . 4 . 6

41.4.7

41.6 .20

41,8 .20

4 1 . 8 . 2 7

41.12.24

棚 橋  諒 氏  「過 大 tF3市の問 題 J

武 見 太郎 氏  「 日本 人 の健 康 」

第 18回世 界保 健 デ ー記 念 パ ンフ レ ッ ト

「者F市 生 活 を よ !,健 康 に」 を発イ予。

第 2号 協 会 報 発行

WHO議 演 会 (京都 商 工 会 議 所 )

日本 生 活 協 会 と共 催 、健康 コー ナ ー を|■1、

第 3号 協 会 報 発行

回日本輝宵0脇 含赫渡

第 l 匠ヨロ母丹t毒章(40.ll.26)
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43_2 .29
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4 3 . 4 . 7

43. 5 .31
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43 11.22

第 4回 理事 会 な らび に臨時総 会 (京gF3ホテル)

NHKテ レビ対 談 「日本 人 と健康 J石 坂 泰三 氏 、中野会長

第 19回世 界保 健 デー記 念パ ンフ レッ ト 「あ りが とう、 健 康

を守 る人」 発行。

第 19回世 界保 健デー記 念中央大 会 (二条城 、清 流 園 )

WHO講 演会 (新装大橋 ビル )

講 師 者 田寿三郎 氏  テ ー マ 「福祉 国 の保 健問題 J

万博 、健康福祉 館建 設 の構 想 を うちだ し小冊子 「日本万 回

博 覧会 に対 す る思 考」 を発行。

吉 日常務理事 を 'カ ナ ダ博J視 察 の ため モ ン ト リオー ルに

派 遣 。

国 際 違 合館 の建 設 が決 定 した の で 、本協 会 は こ

る こ とに決 ま る。

VヽH O辞 勢寅とき (タ ワ ー ホ テ ル )

れ に協 力 す

講 師 ァ
ー マ

吉 田寿 二 郎 氏   「 カナ 分博 をか た りみ てJ

WHOフ ェ ロー 、 ア テレバ ロ嬢 (フ イ リ ッ ピ ン)

来 日、懇 談 会 な らび に観 光 案 内。

WHO講 !寅会 (岡 山奇ホ テ ル )

講 師      テ ー マ

吉 田寿 二 郎 氏  「 WHO精 神 に つ い てJ

「目で見 るWHO」 発行

WHOフ ェ ロー 、 バ ン ダ ンヽド博 士 (イ ラ ン)未

日、 懇 談 会 な らび に観 光 案 内。

第 20回 世 界保 健 デー 記 念 中央 大 会 (二条城、清流園)

第 20回 世 界保 健 デ ー記 念 パ ンフ レ ッ ト 「み ん な

で築 こ うあす の健 康 」 発行 。

第 5回 理 事 会 な らび に総 会 (京 都 ホ テ ル )

第 6回 理 事 会 (京都 ホ テ ル )

WHO講 演 会 (新 装 大 橋 ビル )

講師 吉 田寿二郎 氏  テ ーマ  「人間 ドッグは なぜ はや るか」

世 界 保 健 デ ー記 念 式 典 と園遊 会 (二条 城 、清 流 園

(42 4 11

:||| ||“ ti ‐ (44.4  13)

新 年 講 演 会 (京都 ホ テ ル )

講 槍市 東 田 敏 夫 氏 テー マ 「
国 民 医療 の 反 省

世 界保 健 デー記 念 テ レビ座 談 会 (近 畿 放 送 テ レと

出 席者

富井 京都 市 長 、 中野 会 長 、清 水 、 谷沢 両 常 務理 事

「目で見 るWHO」 第 2巻 発行

第 21回 世 界保 健 デー記 念 パ ンフ レ ッ ト 「健 康 |ま尋

か な暮 しの エ ネ ル ギー J発 行

第 21回 世 界保 健 デ ー記 念 中 央 大 会 (二条 城 、清 流 障i

44. 1 .25

44.3 .28

44.3 .30

44.4 .7

44.4.13

新 年 離 濃 会 (44.1.25)
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WHOの 目的 は既 に別項 で述 べ られ て い

る如 く、 「世 界のすべ ての人間 が健康 で あ

る こ と!よ、世 界の平和 と安 全 の基三礎 で あ る」

との精神 に基 いて、国際的 な視 野 か ら、世

単中 の人 々が手 を握 ってお互 に協 力 し、積

極的 に人類 の健康 を増進 しよ う とい うこ と

てあ ります。

その ため にWHOは 単 に病 気 の予 防 、治

字 とい う様 なノトさな視 野 か らで な く、人類

,~健康 な生活 に関係 の あ るあ らゆ る事 項 、

耳 ち広 い意 味 で は政 治 、経 済 、文 化各方面 に

わ た る問題 を含め て、人類 の健康福 祉 の た

め非常 に 多岐 に亘 る活動 を行 な って い ます。

ャか しこの活動 目標 を効 果 的 に達 成 す るた

め ,こと、WHOの 目的 や考 え方 を、国民生

活 う中 に深 く浸透 させ て育 てて行 か なけれ

ど、結 局 「〇〇週 間」の行事 と同様 に大 地 に

少 しも根 を下 さず 、お祭 り行 事 の看 板 倒 れ

となるわけ であ ります。 その ため には政 )荷

義関 の努 力のみ で は到 底 目的 を達 成 す るこ

とがで きず、国民 自 らが こぞ って これ に協

'」す る こ とが必 須 の要 件 とな ります。

日本WHO協 会 は この方 面 の仕事 に協 力

す るため国 が認 め た唯一 の民 間 団体 と して、

この困難 な仕事 では あ るが、人類 の健康福

祉 のため に、是 非 や りとげ なけれ ば な らな

…重要 なイ受害Jを担 当す る責務 を有 す る もの

であ ります。

今 日私達 の健康上 問題 とな るこ とは、次

どう女田く 非常 に多岐 に及 メレで い ます。 第 一一に

戦後急激 に低 下 した出生率 に よ り、比 較 的

短期間 に 日本 の人 口に 占め る老 人 の割 合 が

を、激 に増加 す る、 即 ち人 口老 令化 問題。 成

ノ、病 殊 に脳卒 中 ・癌 ・心 臓病 に よる死亡 の

激増 、即 ち疾病 構造 の変 化。 急激 な経 済成

長 に よって起 ったいろいろの歪 、貝口ち人 口

都 市集 中 、過密 化 、住宅難 、公害 こ とに

工場 煤 煙 や 自動 車排 気 に よる大 気 の汚染 、

工場 廃波 に よ る河 サ||の汚濁 、従 って これ に

よる魚 介 肉の毒 物 や農薬使 用 に よる食品 の

有毒 性 問題。 また健康 に直接 関係 は ないに

して も生 命 を脅 かす点 では局地戦争 を上 廻

る数 を示 す交 通禍 。 また生 活環境 の悪 化 と

生 活構造 の複雑 化 や 人間疎 外状 況 が精 神不

安 、精神 障害 の誘 因 とな る こ と等 、人類 の

肉体 的精神 的障害 を惹起 す る要 因 は、社会

に満 ちあお、れ て い ます。

これ らの問題 に対 す る対 策 を国や地 方 自

治体 が あ る程 度解 決 した と仮 定 して も、尚

且 つ 国民 のすべ てが健康 にな る もの で はあ

りませ ん。 本 来 、健康 は国民 自 らの手 で守

るべ きもの で あ ります。 こ とにわ力S国民大

衆 の保 健衛 生 、疾病 に対 す る理 解 の貧 困 、

医療 な らび に医薬 品 に対 す る誤 った考 え方

等 は誠 に民度 の低 い状 態 を示 す もの と言 わ

なけれ ば な りませ ん。 これ らに対 す る正 し

い知 識 をWHO精 神 を含め て普 及徹底 す る

こ とは、本協 会 の特 に取上 げね ば な らない

問題 で あ りま しょう。

またWHOの 専 門的 活動 と して、国 内及

び国外 のWHO関 係機 関 や団体 と連 絡 を密

に し又WHO関 係 の刊行 物 や資料 を集 め 、

それ らの翻 訳 や展示会 を行 わね ば な りませ

ん。 更 に また本協 会 は各方面 のす ぐれ た専

門家 を集 め い ろいろの分 野 の専 門委 員会 を

設 置 し、健康上 有害 な問題 の解 決 に対 す る

研 究 を行 ない、学 問的 な裏付 の あ る正 しい

知 識 を国民生 活 の中 に滲透 させ 、 あ るいは

またWHOよ り我 が国 に派遣 され た海 外専

門学者 の活動 に協 力 した り、WHO研 修 生

に勉学上 の便宜 、援助 を与 え る等 、政府機

関 の この方 面 に関係 の あ る事 業 活動 に協 力 、

否 む しろ卒先 して行 な う使 命 を有 す る もの

で あ ります。

社団法人 日本 WHO協 会役 員 名簿

4 4  3  3 1現 r t i

顧  問  前 京都 大 学 総 長
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則 会 長  京 都 大 学 名 誉 教 授

Fl l会長  裏 千 家 家 元

副 会 長  元 厚 生 大 臣

理  事  日 本 レー ス株 式 会 社 会 長
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社 団 法 人

第 1手  名 称 及 び 事 務 所

■      木 ホ)

1条  小 会 は社 団 法 人 日本 WHO協 会 と

, うヽど

1,   す与  司子)

2条  体 会 は事 務 所 を京都 市 中京区鳥 丸

f迫亮川上 ル 京 都 商工 会議 所 ビル

i」階 に置 く。

_ 本 会 は必要 に応 じ、理事 会 の議 決

|こよ り東 京 その他 必要 の地 に支部

を置 くこ とがで きる。

支部 に関 し必要 な事 項 は、理事 会

が決 め る。

第 2章  目 的及 び事業

::      白匂)

電3条  本 会 は、世 界保 健機 関 (以下 WH

Oと 略称 す る)憲 章 の精 神 を普 及

徹底 し、 その事 業 の 目的達 成 に協

力 し、 もって我 国及 び海 外諸 国 の

国民 の健康 増進 に協 力す るこ とを

目的 とす。

1■        業 )

嘉 4条  本 会 は前 条 の 目的 を達 成 す るため 、

次 の事 業 を行 な う。

一 、WHOの 事 業 目的 の国 内 へ の

宣伝 普 及並 び にWHOが その

事 業 目的達 成 に必要 とす る援

助 及 び協 力。

二 、海 外諸 国 にお け る保健衛 生 関

係 団体 、関係諸機 関並 びに個

人 との連 絡 及 び協 力。

三 、国 内 にお け る保健衛 生 活動 に

貢献 して い る学術 及 び専 門団

体相 互 間 の協 力の促進 と技術

援 助

我 国 の保 健衛 生事 業 に関 す る

実状 及 び政策 の海外 へ の紹 介

WHO関 係 出版物 の刊行 及 び

図書 の紹 介 な らび に本会機 関

紙 の発行

・日本 WHO協 会 定 款 (抜 率 )

六 、WHO及 び海外諸 国 よ り我 国

に派遣 され る派遣 団 、留学 生

及 び個 人 に対 す る便宜 の供 与

及 び援 助

七 、海 外諸 国 にお け る保健衛 生事

業 に関 す る資料 の克集 及 び調

査 研 究

八 、官庁 及 び保健衛 生関係 団体 の    2

委 託 に よ る調 査

1口 以上 負担 す る もの とす る。

但 し名誉会 員 は この限 りで ない。

一 、正 会 員 個 人 年額  1,000円

二 、維持 会 員 個 人 年 額  2,000円

お質ノ( 塗卜乞頁  5,000F弓

=、特 別会 員 イ固メ、年額 10,000円

法 人 年 額 50,000円

既 納 の会 費 は理 由 の如何 を問 わす

返還 しない。

‐
Ⅲ Ⅲ
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資料 と して一 部 ユ ネ ス コ「クー リエJ、 日

本対 ガ ン協 会 「ガ ンの研 究 と治療 」、 サ '

ドマ イ ド被 害 児 救 済 会 'こ ど もの告 発_

か ら転 載 させ て い た だ きま した。

目 で 見 る WH O  N Q 2

発  行  日召 和  4 4 年  3 月

発 行 者  日 本 W H O協 会

京都市中京区鳥丸夷川上ル

TEL京 者S(075)211-4905

発 行 人  中  野  種  一  郎

製  作  は  い  づ  か  に日 刷

京都 市 下 京 区花 屋 町 通西洞院東 入

TEL 京 都 (075)341-0131(代 十

九 、保健衛 生用 資材 の国際需要 の

調 査

十 、 その他 本会 の 目的達 成 に必要

な事 業

第 3子 会  員

(会員 及 び入会 手続 )

第 5条  本 会 は、本会 の趣 旨に賛成 し、本

会 の事 業 に協 力す る者 を もって会

員 とす る。タ

本会 に入会 しよ うとす る者 は、理

事 1名 以上 の推 薦 に よ り所定 の様

式 に よって本会 に申 し出 で会長 の

承 認 を受 け なけれ !ゴな らない。 イ日

し第 6条 第 4号 に規走 す る名誉会

員 につ いて は この限 りで ない。

(会員 の種 類 )

第 6条  本 会 の会 員 は次 の四種 とし、民法

上 の社 員 とす る。

一 、正 会 員 本会 の活動 を積 極 的

に支持 し協 力す る個

人

二 、維持 会 員 維持会 費 を負担 す る

個 人 又 は法 人

三 、特 別会 員 特 男U会 費 を負担 す る

個 人又 は法 人

四 、名誉 会 員 本会 に特 に功労 の あ

った者 又 は学 識経 験

者 で総 会 で推 薦 す る

者

(会 費 の 額 )

第 7条  本 会 の会 員 は次 に掲 げ る会 費 を、

“
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，
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Z 日 、

▲ 日本 WHO協 会 (京都 商工会澄所 内 )

I L 、


